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テーマ研究

理科の系統的な学習プログラムにおける形成的

評価を促す学習評価ツールの開発について
（中間報告）

林 正大・米根 洋一郎

理科教育センター（以下，理セン）では，平成29年度から「学校種間連携による理科の系統的

な学習プログラムの開発」として，弟子屈町，音更町・帯広市，本別町の小学校，中学校，高等学

校と連携し，学習プログラムの開発などに取り組んできた。これまでの研究の成果を踏まえた上で，

形成的評価を促す学習評価ツールの開発を行うことが，本道の理科教育の充実に向けた喫緊の課題

となっている。今回は各発達の段階における児童生徒の資質・能力の育成に向けた指導と評価の

一体化を定着させることを目的とした取組の一部を報告する。
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はじめに

北海道立教育研究所では，「『未来の教育』

の在り方に関する研究」をテーマに｢プロジェ

クト研究」に取り組んできた。『未来の教育』

とは「『個別最適な学び』により，子供達を１

人たりとも残さない教育」という概念であり，

「テーマ研究」が目指している「『指導と評価

の一体化』の定着」は，「未来の教育」の実現

に資する。

理センでは，「テーマ研究」として図１のよ

うに，本年度からの２年間にわたって，栗山町

教育委員会の協力の下，栗山市内の小中学校，

栗山高校と連携して，理科の系統的な学習プロ

グラムにおける形成的評価を促す学習評価ツー

ルの調査・研究に取り組んでおり，小・中・高

等学校を通した理科の見方・考え方を踏まえた

コンピテンシーベースの指導と評価の一体化を

図ることをねらいとしている。

本稿では，今年度実施した「小中高等学校協

議会」及び「中高授業交流会」での取組内容を

記すとともに次年度へ向けた課題について考察

した。

図１ 「テーマ研究」概念図

１ 「小中高等学校協議会」の内容

９月に研究協力校の小中高等学校教諭とZoom

で会議をもち，各校種における理科の授業実践

の状況と理科の授業を通して育成すべき資質・

能力，評価の現状などについて情報交換を行っ

た（各学校の発表内容については図２を参照）。

育成すべき資質・能力に対する現状や課題とし

て，「話合いなどで主体的に活動できている」，

「多面的に考える力を育成する必要がある」，

「児童数が少ないので自分の意見と他者の意見
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を比較できる機会が少ない」，「知識が足りな

いので話合いが深まらない」，「自分の考えに

自信がないので，すぐに諦めてしまう」などの

意見が各学校から挙げられた。評価については，

「タブレット端末やカメラツールを利用したも

の」，「思考の過程をノートに記述したもの」，

「校内共通の振り返りシートで変容を見取るも

の」などが紹介された（図３）。また，協議の

中で，コンテンツ－コンピテンシーマトリクス

（図４）を用いて，コンテンツの系統性だけで

はなく，コンピテンシーの系統性を踏まえるこ

との必要性を確認し，栗山町の子どもたちに身

に付けさせたい資質・能力を明確にし，授業の

手法や評価方法，方向性を整理，共有して「栗

山モデル」を構築することが本テーマ研究の目

指すところであることの共通理解を図った。

図２ 各学校の発表内容一覧

図３ 各学校の評価の取組①

図３ 各学校の評価の取組②

図４ コンテンツ・コンピテンシーマトリクス

２ 「中高授業交流会（図５①②）」の内容

１月に中学校と高等学校で系統性のある単元

について，高等学校教諭が中学校で授業を行う

中高授業交流会を実施した。ここでは当該単元

におけるそれぞれの校種の育成すべき資質・能

力を確認し，効果的な評価の在り方について共

通理解を図ることでコンピテンシーベースの指

導と評価の一体化を進めることを目的とした。

今回は高校の物理基礎と中学校２年生で扱う単

元である「放射線の性質と利用」の授業を行っ

た。生徒自らが興味をもって法則や関連性を見

いだして理解することをねらいに授業を進め，

ワークシートに記載された内容の変容から「知

識・技能」の評価を行った。生徒のワークシー

トには，「医療で使用されている放射線値を知

りたかった」，「資料に載っていない他の地域

の放射線量を知りたい」などの記述が見られ，

授業後における生徒の知識の深化が見られた。
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授業後に行われた合評会では，「生徒たちの

考えを吸い上げて，その考えを掘り下げていく

とより深まる」，「ワークシートの内容を発表

したり，まとめの時間に交流したりすることで

『主体的に学習に取り組む態度』を評価するこ

とも考えられる」などの意見が挙がり，科学的

に探究する力や科学的な根拠を基に表現する力

を養うことにつながる「協働的な学び」の在り

方について確認した。

図５① 中高授業交流会の様子（授業）

図５② 中高授業交流会の様子（合評会）

３ 次年度に向けて

次年度については，今年度の取組の内容を踏

まえ，各校種の理科の授業において，形成的評

価を充実させた授業計画を作成し，公開授業ま

たは実践発表を実施する予定である。子どもた

ち一人一人の資質・能力の育成を念頭に，評価

としての「栗山モデル」を構築していきたい。

本研究の目指すところは，理科だけではなく，

教科や校種における評価の在り方を横断的に追

求するべきことである。また，実践例の紹介に

だけにとどまらず，子どもたちが「主体的・対

話的に学ぶ」，「見通しを立てる」ことに対す

るアプローチの立て方など，得られた方法など

を他教科を含めてどのように汎用させていくか

も検討したい。
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